
改定の主なポイント 

 

要領、様式、チェックシステム、作成支援ソフトを https://www.jswa.go.jp/denshi/denshi.html に公開しまし

た。 

 

【実施設計業務等電子納品要領】 

１．CAD データファイル命名規則を変更しました（図面画像ファイル、ラスタファイル等同じ）。 

国土交通省の CAD 製図基準（H29.4）と同じ命名規則。 

フォルダ内で図面目録通りのソート活用を想定し、図面番号をファイル名先頭に移動など。 

２．各管理ファイル用のスタイルファイル（XSL ファイル）の格納を必須としました。 

スタイルのデザインは任意のままです。 

３．作業・施設 WBS CODE の修正・追加をしました。 

４．電子媒体の提出部数が 5 組から 4 組になりました。 

５．各管理ファイルにあった JS 特有の文字数制限をなくしました。 

６．拡張子 4 文字のファイル（DOCX、XLSX 等）が使用可能となりました。 

 

【工事完成図書電子納品要領】 

１．～６．上に同じ。 

７．DRAWINGF に格納できない形式の図面データは、OTHRS に格納することにしました。 

８．電子成果品は原則 1 工事 1 枚の電子媒体に格納することは従前どおりですが、「工事種別、施工箇所、指定部

分等で分けてはならない」と明記しました。容量が DVD-R に収まらない場合のみ、複数枚に分けられます。 

 

【下水道施設 CAD 製図基準】 

１．上に同じ。 

 

【工事記録写真電子管理要領】 

大きな内容変更なし。構成を国土交通省のデジタル写真管理情報基準（H28.3）に合わせました。 

 

【電子納品等運用ガイドライン】 

工事完成図書電子納品要領の内容以外のことが書かれていなかったため、ガイドラインを廃止しました。 


